
 

 

 

５月１２日（水）の道徳は，『朝市のおはようございます』という教材をもとに学習

しました。毎日の当たり前の中のひとつである「あいさつ」について，あまり深く考え

ることはなかったかもしれませんが，自分にとっての当たり前の基準が少し変わった人，

さらにこんなあいさつをしていこう！という思いになった人が多かったようです。生徒

会の取り組みの中でもあいさつ名人の選出がありました。こんなに深く考えることがで

きる学年ならば，きっと全員があいさつ名人…いや，『あいさつ達人』間違いなし！で

すね。 
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＊挨拶をすることで相手の様子がわかり，会話をするきっかけを作ることができ

るのであいさつはとても大事な行動だと道徳の授業で改めてわかりました。 

なので，僕はこれからより挨拶を大切にしていこうと思いました。 

＊今日の道徳のテーマはあいさつについてで「挨拶はなぜ大切なのか」を考えま

した。はじめは元気になれたり，すっきりしたりするからと考えたけど最後は

会った人とあいさつをすることでその人の存在を否定しなくてすむから大切

だと考えました。 

＊僕は一人ひとりを人と見て，大人の暗黙のルール（子どもは自分からあいさつ 

しない）をぶち壊して元気にあいさつしたいと思う。 

＊私はしっかり目を見てあいさつすることを心がけている。いつも運動場の工事 

をなさっている方々に毎日挨拶をしていたら，いつのまにか工事の方々に覚え 

られて少し仲良くなりました。 

＊僕は，あいさつのポイントとは心から大きな声であいさつをすることだと思い

ます。理由は大きな声が挨拶と一緒じゃないと思いが伝わらないし思いが伝わ

ってこないからです。 



 

＊友達の意見を聞いたなかにあったように相手と自分の心をつなぐ大切なコミュニ 

ケーションだからあいさつは大切だと思います。 

＊挨拶は知らない人でもかかわりあえることができるものだと改めて思った。 

＊自分が一人の人であるということを改めて気づかせてくれる大切なコミュニケー

ションのひとつだと思いました。 


